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＜はじめに＞ 

 

令和６年度で共同募金運動は７８回目を迎えました。人口減少に加え、物価の高騰、

コロナ禍による地域のつながりの希薄化や地域活動の低下など、厳しい環境でしたが、

皆様に共感をもって寄付いただけるよう積極的に募金活動に取り組みました。 

この結果、令和６年度の募金実績は３億３，３３１万円余（対前年度比１０６．０％）

となり、前年度を１，８７２万円余上回る大幅な増加となりました。募金実績の増加

は、令和元年度以来であり、これは、全国の共同募金会に対する自由民主党からの大

口寄付が大きな要因ですが、それを除いても、テーマ募金等の増により０．５％の増

加となっています。皆様のご協力に心から感謝申し上げます。 

募金の方法別では、戸別募金が、人口の減少や高齢化の進行などにより減少が続い

ており、法人募金や街頭募金、イベント募金も減少しましたが、一方で個人募金は遺

贈などにより増加となり、職域募金も増加しました。また、新たな募金手法では、テ

ーマ募金が、過去最多の活動認定団体となったことなどから、過去最高の８８７万円

余の実績となり、１０年目を迎えた「ＵＭＯＵプロジェクト in 山口」も、行政との

連携推進により過去最高の１１２万円余となるなど、着実に成果が挙がっています。 

一方、助成については、コロナ禍やその後の急激な物価高による経済的な困窮への

対応として、中央共同募金会が主導する生活困窮者対策に取り組むとともに、県社会

福祉協議会と連携して取り組んでいる「特別助成プログラム」については、引き続き

「ひきこもりの人」や「ヤングケアラー」をテーマとし、４年目となる令和６年度は、

広域的な展開に向けたネットワークづくりを重点的に支援することとしました。 

さらに、共同募金のより効果的な活用に向けて、中央共同募金会のモデル事業を活

用して、住民の「解決したい！」を応援するプロジェクトを立ち上げ、自治会などの

協力の下、市町の共同募金委員会や社会福祉協議会と協働して、３か年の計画で地域

のニーズに即した新たな助成プログラムの開発に取り組んでいるところです。 

社会の変化に伴って、地域の福祉ニーズは多様化、複雑化しており、また、ポスト・

コロナ社会に向けた継続的な支援をはじめ、社会的孤立、引きこもり、ヤングケアラ

ー等の新たな福祉課題、さらには、近年頻発している大規模自然災害への対応など、

共同募金の役割はますます重要になっています。 

本会としては、「共同募金の運動性の再生１０年方針」（平成３０年３月策定）に基

づき、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、今後とも、市町共

同募金委員会と一体となって、共同募金運動を積極的に推進してまいります。 
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＜事業の実績＞ 

 

１ 共感できる募金の推進 

市町共同募金委員会との連携のもと、地域の解決すべき課題等を把握し、地域住

民に明確に示した上で、戸別募金や法人・職域募金等の推進を図るとともに、「赤い

羽根テーマ募金」や「募金百貨店プロジェクト」、「ＵＭＯＵプロジェクト in 山

口」などの新たな募金手法の充実強化に取り組みました。 

 

(1) 明確に説明できる目標額の設定 

共同募金は計画募金であり、県全体で必要となる資金ニーズや公募結果等を踏

まえた目標額を設定するとともに、広く周知を図りました。 

○目標額 一般募金         ２５８,６４０千円 

地域歳末たすけあい募金   ７１,５００千円 

ＮＨＫ歳末たすけあい募金   ６,０００千円 

赤い羽根テーマ募金      ６,６００千円 

合 計        ３４２,７４０千円 

  ※募金総額：３３３,３１１千円余（前年度：３１４,５９０千円余） 

 

(2) 従来の募金手法の取組 

戸別募金や法人・職域募金等、従来の募金手法を活用した募金に積極的に取り

組みました。 

ア 一般募金（付属資料Ｐ２、５） 

実 績：２４８,２０６千円余（前年度：２３３,４９２千円余） 

(ｱ) 戸別募金（付属資料Ｐ５） 

実 績：１６６,４３６千円余（前年度：１７１,５８１千円余） 

自治会や町内会等の協力のもと、地域の各世帯に広く募金の呼びかけ等を

行いました。 

(ｲ) 法人・職域募金（付属資料Ｐ５） 

実 績：３３,４０６千円余（前年度：３５,３９４千円余） 

県共同募金会と市町共同募金委員会との役割分担のもと、それぞれ法人・

職域への募金の依頼や呼びかけ等を行いました。 

(ｳ) 街頭募金・イベント募金（付属資料Ｐ５） 

実 績：８,００５千円余（前年度：８,６６２千円余） 

街頭募金、イベント募金のいずれも減少となりました。 
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(ｴ) 学校・子ども会募金（付属資料Ｐ５） 

実 績：３,３４８千円余（前年度：３,２７０千円余） 

学校での募金活動や県子ども会連合会と連携した組立式募金箱の提供によ

る募金活動が行われました。 

(ｵ) その他（付属資料Ｐ５） 

実 績：３７,００９千円余（前年度：１４,５８４千円余） 

個人からの遺贈や団体からの大口寄付がありました。 

イ 地域歳末たすけあい募金（付属資料Ｐ６） 

実 績：７２,０６９千円余（前年度：７０,８６０千円余） 

市町共同募金委員会において、歳末に支援が必要な方々のための募金活動を

実施しました。 

ウ ＮＨＫ歳末たすけあい募金（付属資料Ｐ１４） 

実 績：４,１５９千円余（前年度：４,３１８千円余） 

ＮＨＫ山口放送局において、募金の開始式を実施するとともに募金受入窓口

を設置し、放送により広く募金を呼びかけました。 

 

(3) 新たな募金手法の取組 

赤い羽根テーマ募金や募金百貨店プロジェクトなどに加え、新たにＰａｙＰａ

ｙを使った募金が可能となるなど、新たな募金手法に積極的に取り組みました。 

ア 赤い羽根テーマ募金（付属資料Ｐ７） 

実 績：８,８７５千円余（前年度：５,９１９千円余） 

過去最多となる１０団体がテーマ募金活動団体として認定を受け、積極的に

募金を呼びかけていただいた結果、過去最高の募金額となりました。 

イ 募金百貨店プロジェクト（法人募金の内数、付属資料Ｐ８） 

実 績：６,４９８千円余（前年度：６,４７９千円余） 

企業・団体等が、“寄付つきの商品・企画”を販売し、売上の一部を赤い羽根

共同募金に寄付する「募金百貨店プロジェクト」について、新たに２法人と協

定を締結しました。 

ウ ＵＭＯＵプロジェクト in 山口（法人募金の内数、付属資料Ｐ８） 

実 績：１，１２９千円余（前年度：１，０６５千円余） 

使われなくなった羽毛製品のリサイクル収益を寄付金とする「ＵＭＯＵプロ

ジェクト in 山口」の推進に市町共同募金委員会と共同で取り組みました。新

たに下関市の最終処分場でも回収が始まるなど、行政との連携も着実に進んで

おり、募金額も過去最高となりました。 
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▽スポーツクラブＮＡＰ秋祭りへの出展（１０月１３日）※山口県立大学学生サ

ークルＭＥＰ（未来を笑顔にプロジェクト）協力 

エ ガチャガチャ募金（一般募金の内数、付属資料Ｐ８） 

実 績：１,１８６千円余（前年度：１，１７２千円余） 

新たに山口県ＰＲ本部長ちょるると赤い羽根をデザインしたコラボ缶バッジ

を作成しました。 

オ ＰａｙＰａｙ募金（一般募金の内数）【新規】 

実 績：１千円余（前年度：実績なし） 

令和６年１０月から、新たにキャッシュレス決済「ＰａｙＰａｙ」を使って、

匿名による募金ができるようになりました。令和６年度はインターネット回線経

由の募金だけですが、今後、ＱＲコードによる募金も可能になる見込みです。 

 

２ 共同募金運動推進のための取組 

共同募金運動の一層の推進を図るため、福祉教育による寄付文化の浸透を図ると

ともに、様々な場面や機会を活用して赤い羽根のＰＲに努めました。 

 

(1) 福祉教育による寄付文化の浸透 

寄付文化の浸透を図るため、ＭＥＰと連携し、赤い羽根を活用した福祉教育に取

り組みました。 

▽地域における普及活動等 

・周南市自治会連合会総会において募金活動への感謝と取組を紹介（６月２７日） 

・令和６年度学生ボランティア会議（山陽小野田市社会福祉協議会主催）におけ

る赤い羽根共同募金の講座の開催（８月７日、２０日）※ＭＥＰ協力 

・中小企業家同友会山口支部勉強会において、企業による社会貢献の例として共

同募金を活用した取組を紹介（９月５日） 

 

(2) 赤い羽根のＰＲ 

赤い羽根共同募金運動の気運醸成を図るため、赤い羽根の着用を促進するとと

もに、様々な場面で赤い羽根が目に触れる環境づくりを進めました。 

ア 赤い羽根キックオフイベントの実施（１０月１日） 

ゆめタウン山口において、キックオフイベントを開催しました。 

イ 寄付金贈呈式等を活用したＰＲ 

寄付金贈呈式や助成金交付式（４月２２日）を実施しました。 

ウ 赤い羽根着用の働きかけ 
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一般住民と接する機会の多い金融機関の窓口職員や、放送を通じてＰＲでき

るマスコミ関係者に対して、運動開始時の赤い羽根着用を働きかけました。 

エ オリジナルバッジ等によるＰＲ 

レノファ山口ＦＣの協力を得て、赤い羽根×レノ丸バッジを作成し、募金資

材や赤い羽根ＰＲ資材として活用しました。 

オ 赤い羽根共同募金パンフレットの作成 

赤い羽根共同募金の実績や使い道を分かりやすく記載した「赤い羽根レポー

ト２０２３」を作成・配布し、赤い羽根共同募金の理解促進を図りました。 

カ 遺贈・相続寄付に関するパンフレットの作成 

ホームページに遺贈・相続寄付のサイトを設け、山口県版のパンフレットを

掲載し、広く寄付を呼びかけました。 

キ ホームページ等によるＰＲ【拡充】 

赤い羽根共同募金運動や本会の事業等について、これまでのホームページと

フェイスブックに加え、新たにインスタグラムによる情報発信を行いました。 

また、こうしたＳＮＳを活用した情報発信を戦略的・効果的に行うことがで

きるよう、市町共同募金委員会の職員等を対象に基礎から実践までを体系的に

学ぶ広報研修（全７回）を実施しました。 

 

３ 地域ニーズを反映した助成 

共同募金の使命である地域福祉の充実を図るため、地域ニーズを的確に把握して

助成を行うとともに、助成した活動の内容や成果を赤い羽根レポート２０２３やホ

ームページ等に掲載し、情報発信に努めました。 

また、県社会福祉協議会と連携して取り組む「特別助成プログラム」により、こ

れまで取組が進まなかった課題の解決に向けて重点的な支援を行うとともに、共同

募金の運動性の再生を図るため、中央共同募金会のモデル事業を活用し、地域のニ

ーズや実態を踏まえた新たな助成プログラムの開発に取り組みました。 

 

(1) 県域助成 

ア 公募助成（付属資料Ｐ９～１０、１５） 

実 績：２９件 ２１,４２０千円 ※内１,２４０千円はＮＨＫ歳末から充当 

（前年度：２７,４９０千円） 

関係団体等への通知や本会ホームページへの掲載等を通じて幅広く広報し、

適切な助成となるよう努めました。また、配分委員会における意見等を助成団

体にフィードバックし、活動内容等の充実に向けた支援を行いました。 
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イ 特別助成プログラム【拡充】 

事業費：８,０００千円（前年度：６，０００千円） 

「ひきこもりの人」及び「ヤングケアラー」を支援する団体に対して、重点

的な助成を行っており、４年目となる令和６年度事業（令和７年度実施分）に

ついては、継続団体に加え、ネットワーク形成に係る活動を行う団体の助成上

限額を引き上げ、活動の拡充を支援することとしました。 

《参考》 

令和５年度事業（令和６年度実施分）実績：１２件 ３，３８５千円 

(ｱ) 「ひきこもりの人」を支える赤い羽根プロジェクト 

団体名 所在地 活動内容 助成額(円) 

えこの里 防府市 居場所づくり、就労移行支援 500,000 

NPO法人 シンフォニーネット 下関市 相談・居場所づくり、作業体験 300,000 

ﾐﾆﾐﾆｻﾛﾝ沖の原 防府市 居場所づくり 100,000 

ふれあいいきいきサロンドレミ 防府市 居場所づくり 180,000 

Besideびさいど 宇部市 座談会、勉強会・相談会、家庭訪問 80,000 

(福)扶老会 宇部市 居場所提供、就労支援、交流イベント等 500,000 

NPO法人 NO BORDER 光 市 居場所づくり、学習支援 300,000 

NPO法人 ふらっとｺﾐｭﾆﾃｨ 宇部市 勉強会、居場所づくり 500,000 

山口県きらら会 防府市 居場所提供、就労訓練 230,000 

計 2,690,000 

(ｲ) 「ヤングケアラー」を支える赤い羽根プロジェクト 

団体名 所在地 活動内容 助成額(円) 

地域食堂ふらっと 美祢市 フードパントリー 130,000 

曽根地区福祉の輪づくり運動推進委員会 平生町 福祉・介護・教育の連携研修会 65,000 

NPO法人 コネクト・ワン 周南市 お楽しみ会プロジェクト、どようがっこう 500,000 

計 695,000 

ウ 赤い羽根 ポスト・コロナ社会に向けた福祉活動応援キャンペーン 生活困窮

者への緊急支援活動助成（付属資料Ｐ１１） 

実 績：４件 １，２３０千円（前年度：０） 

中央共同募金会の委託により、市町社会福祉協議会等が、生活困窮者に対し

生活相談時に配布する食料や日用品の整備等に要する経費を助成しました。 

エ 赤い羽根テーマ募金助成（付属資料Ｐ１８～１９） 

実 績：１０件 ８,８７５千円余（前年度：５,９１９千円余） 
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犯罪被害者の支援や子ども食堂同士の交流支援など、テーマ募金認定１０団

体が取り組む活動に対し助成を行いました。 

 

(2) 地域福祉事業費助成（付属資料Ｐ１２） 

実 績：１７３,３６０千円余 ※内１８,６９０千円余は地域歳末から充当 

（前年度：１７６,４８２千円余） 

市町共同募金委員会において、地区社協や自治会等が行う小地域福祉活動に助

成するとともに、新たな地域課題を踏まえた活動への助成を進めました。 

 

(3) 地域歳末たすけあい募金助成（付属資料Ｐ１３） 

実 績：５３,３７９千円余（前年度：５５,２４６千円余） 

各市町共同募金委員会において、高齢者や障害者などの支援が必要な方々に対

し助成を行いました。また、地域福祉事業費助成の財源に一部を充当しました。 

 

(4) ＮＨＫ歳末たすけあい募金助成（付属資料Ｐ１５～１７） 

実 績：３,９３１千円余 ※内１,２４０千円は県域公募助成事業に充当 

（前年度：４,００９千円余） 

児童養護施設や障害児施設等の子どもたちへのお年玉プレゼント、児童養護施

設等から自立する児童に対する支援を行うとともに、県域公募助成の財源に一部

を充当しました。 

 

(5) 赤い羽根 住民の「解決したい！」を応援するプロジェクト【新規】 

中央共同募金会の「新たな助成・募金・広報プログラム開発モデル事業」を活

用し、令和６～８年度の３か年事業で地域の福祉課題に即した助成プログラムの

開発に取り組んでいます。 

令和６年度は、モデル地区として下関市菊川地区、防府市向島地区、長門市渋

木・真木地区、同俵山地区、和木町沖地区、同瀬田・関ヶ浜の６地区を選定し、

モデル地区が所在する市町共同募金委員会や社会福祉協議会と協働して、当該地

区の自治会・町内会等地域の関係団体の協力の下、地域の福祉課題の把握やその

解決に向けた取組方策の検討等を行いました。 

 

(6) 使途の明確化 

共同募金の使途が寄付者に明確に伝わるよう、ホームページやフェイスブッ

ク、インスタグラムに「ありがとうメッセージ」を掲載するとともに、募金実績
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や使途などをまとめた活動報告書「赤い羽根レポート２０２３」を作成し、配布

しました。 

 

(7) 配分委員会の開催等 

助成の適正な実施を図るため、配分委員会による現地調査、ヒアリング及び審

議を行いました。 

・配分委員会の開催：７月２２日（小委員会）、８月２８日、３月５日 

・現地調査：６団体、３日間 

・ヒアリング：１９団体、５日間 

 

４ 組織運営 

本会の適切な運営を図るため、理事会及び評議員会等を開催するとともに、市町

共同募金委員会との緊密な連携を図り、共同募金運動の一層の推進に努めました。 

また、職員の資質向上のため様々な研修に積極的に参加しました。 

 

(1) 理事会及び評議員会等の開催 

・理事会：６月６日、９月１１日、３月１４日 

・評議員会：６月２６日、９月２０日、３月２４日 

・評議員選任・解任委員会：６月１１日（決議の省略）、９月１８日 

・監事監査：５月２３日 

 

(2) 市町共同募金委員会との連携等 

・市町共同募金委員会事務局長・担当者会議 

６月１８日（オンライン） 

８月２７日（県社会福祉会館） 

２月２６日（県健康づくりセンター、オンライン併用） 

・市町共同募金委員会新任職員研修：６月１１日（県社会福祉会館） 

・広報研修「募金に繋がる広報戦略と技術を身に付ける！」（全７回）（再掲） 

・共同募金運動推進強化特別支援事業による支援（８市町共同募金委員会） 

 

(3) 研修会への参加 

職員の資質向上を図るため、研修会等に積極的に参加しました。 

ア 共同募金関係研修会等（中央共同募金会等主催分） 

・４月１８・１９日 都道府県共同募金会職員会議（東京） 
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・７月３・４日 赤い羽根全国ミーティング（長野市） 

・８月２１・２２日 中国・四国ブロック共同募金会職員会議（岡山市） 

・１１月７・８日 都道府県共同募金会職員研修会（東京） 

・１２月１３日 オンラインサロン「PayPayを含むネット寄付の活用方法」 

・１２月２３日 社会貢献セミナー「企業とNPOのそれぞれの強みを活かした協

働による被災地支援」（オンライン） 

・３月２１日 オンラインサロン「Web報告会のひらき方」 

イ その他の研修会等 

・７月３日 生成ＡＩ活用セミナー(Y-BASE主催) 

・７月９・１０・１７日 ＳＮＳ関連オンライン研修（Megriba主催） 

・１０月７日 山口県地域福祉推進セミナー（山口県社会福祉協議会主催） 

・１０月２３日 生成ＡＩ「Microsoft Copilot」ミニセミナー（リコージャパ

ン㈱主催）） 

 

(4) 県社会福祉協議会との連携 

共同募金計画については、県社会福祉協議会の意見を踏まえて策定するととも

に、県社会福祉協議会が策定した「福祉の輪づくり運動推進県域活動計画」の推

進を図るため、「特別助成プログラム」により重点的な助成を行いました。 

 

５ その他多様な取組 

 

(1) 災害等準備金の積立及び取崩し（付属資料Ｐ２０） 

被災地でのボランティア活動をサポートする災害ボランティアセンター等の設

置・運営経費を支援するため、令和６年度共同募金実績の３％相当額を災害等準

備金に積み立てました。 

・災害等準備金積立額：９,９９９千円（前年度：９,４３７千円） 

・災害等準備金による助成：実績なし（前年度：４，０１７千円余） 

・災害等準備金の他県への拠出：実績なし（前年度：３，９９６千円余） 

 

(2) 災害義援金の募集等 

全国の共同募金会が実施した災害義援金の募集に協力しました。 

・他県受入災害義援金取扱額：４，０４８千円余（前年度：１０，５２２千円

余） 
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(3) 被災者への見舞金の支給（付属資料Ｐ２１） 

県内の風水害や火災等により亡くなられた方や住居の被害を受けた世帯に対

し、見舞金を支給しました。 

実 績：１７０件 ２,３５０千円（前年度：１，３２０千円） 

 

(4) 民間資金による助成事業への協力 

地域福祉を推進するための民間助成事業について、推薦等の協力をしました。 

ア 中央競馬馬主社会福祉財団 

法人名 施設名 所在地 助成額(円) 事業内容 

(福)ひらきの里 
生活介護・就労継続支援Ｂ型

事業 ひらきの家 
山口市 1,920,000 １BOX 1400CC 

(福)山口県社会福祉

事業団 

特別養護老人ホーム 

オアシスはぎ園 
萩 市 1,920,000 普通車両 1500CC 

(福)紫雲会 
特別養護老人ホーム 

むつみ園 
萩 市 1,930,000 屋上防水 

(NPO)シンフォニーネット 
就労継続支援Ｂ型事業 

mimihanaカフェ 
下関市 1,000,000 トイレ改修 

合   計 6,770,000  

イ 篠原欣子記念財団 子ども食堂応援プログラム（付属資料Ｐ２２） 

中央共同募金会の赤い羽根福祉基金を財源として、子ども食堂を運営する生

野きらきら地域食堂など９団体に各５万円、総額４５万円を助成しました。 

ウ 毎日新聞西部社会事業団（付属資料Ｐ２３） 

財団法人 山口県肢体不自由児協会（肢体不自由児の研修） １００千円 

 

(5) 受配者指定寄付金 

指定した社会福祉法人等の公益法人に寄付をすることができる「受配者指定寄

付金」については、該当がありませんでした。 

 

(6) 共同募金協力者等に対する顕彰 

共同募金運動の推進に功績のあった個人や団体の推薦や顕彰を行いました。 

ア 厚生労働大臣表彰（１人、１団体） 

表彰種別 受 賞 者 市町名 備 考 

奉 仕 者 柴 田 學 樹 防府市 全国社会福祉大会 

 令和６年11月26日 

 浅草公会堂 奉 仕 団 体 柳井広域仏教会 柳井市 
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イ 中央共同募金会会長表彰（３人、１団体） 

表彰種別 受 賞 者 市町名 備 考 

奉 仕 者 江 嶋 亜企雄 宇部市 全国社会福祉大会 

 令和６年11月26日 

 浅草公会堂 

〃 松 村 郁 子 萩 市 

〃 重 枝   操 防府市 

優良地区・団体 岩国市共同募金委員会 岩国市 

ウ 山口県知事表彰（３人、２団体） 

表彰種別 受 賞 者 市町名 備 考 

奉 仕 者 太 田 英 弘 下関市 山口県総合社会福祉大会 

 令和６年10月31日 

 ルネッサながと 

〃 井 上 博 己 宇部市 

〃 大 場 尚 武 防府市 

奉 仕 団 体 高森婦人会 岩国市 

〃 周南地区労働者福祉協議会 周南市 

エ 山口県共同募金会会長表彰等（２４人、２０団体） 

表彰種別 受 賞 者 市町名 備 考 

奉 仕 者 荒 牧 利 男 下関市 山口県総合社会福祉大会 

 令和６年10月31日 

 ルネッサながと 

〃 畠 中 早 苗 宇部市 

〃 筒 井 茂 明 〃 

〃 石 丸 雅 子 〃 

〃 岩 崎 邦 彦 〃 

〃 河 村 宏 是 〃 

〃 花 田 和 三 〃 

〃 小 林 康 宏 〃 

〃    幸 一 萩 市 

〃 木 村 良 和 〃 

〃 来 原 茂 夫 〃 

〃 新 山 百 代 〃 

〃 伏 谷 庄 子 〃 

〃 小 山 正 人 防府市 

〃 北 川 卓 男 〃 

〃 水 田 三代春 山陽小野田市 

〃 平 田   武 〃 

〃 大 森 弘 文 〃 

〃 尾 﨑 燎 子 〃 
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奉 仕 者 鈴 木 洋 右 山陽小野田市 

〃 平 中 政 明 〃 

奉 仕 団 体 長門市立通小学校 長門市 

〃 長門市立神田小学校 〃 

〃 長門市立向津具小学校 〃 

〃 長門市立俵山小学校 〃 

〃 長門市立油谷小学校 〃 

〃 長門市立明倫小学校 〃 

〃 長門市立日置小学校 〃 

〃 長門市立仙崎小学校 〃 

〃 長門市立浅田小学校 〃 

〃 長門市立深川小学校 〃 

〃 長門市立向陽小学校 〃 

〃 山口県立柳井高等学校 柳井市 

〃 赤い羽根啓発団体ＭＥＰ 山口市 

従 事 者 歳 谷 英 治 岩国市 

〃 金 織 平 浩 下松市 

〃 村 田 圭 司 防府市 

感   謝 
医療法人社団青山会 リフレまえだ

病院 
岩国市 

〃 旭酒造株式会社 〃 

〃 
特定非営利活動法人しゅうとう

福祉工房 
〃 

〃 東山口信用金庫周東玖珂支店 〃 

〃 有限会社松永 〃 

〃 医療法人岩見内科医院 〃 

〃 清誓寺 〃 

 


